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予
算
委
員
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予
算
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件
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番号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出
月
日

参
　
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
　
議
　
　
　
　
院

備
　
　
　
考

委
員
会

付
託

委
員
会

議
決

本
会
議

議
決

委
員
会

付
託

　

委
員
会

議
決

　
　
　
　
　
　
　
　

本
会
議

議
決

１

平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算

五
、

一
、
二
二

五
、

一
、
二
二

（
予
）

五
、

　

三
、
三
一

否
　
決

五
、三

、
三
一

否
　
決

五
、

一
、
二
二

五
、三

、
六

可
　
決

五
、

　

三
、
六

可
　
決

五
、
三
、
三
一

衆
へ
返
付

衆
両
院
協
議
会
請
求

三
、
三
一

両
院
協
議
会
成
案
を

得
ず

三
、
三
一

憲
法
第
六
〇
条
第
二

項
の
規
程
に
よ
り

衆
の
議
決
が
国
会
の

議
決
と
な
る

　

２

平
成
五
年
度
特
別
会
計
予
算

一
、
二
二

一
、
二
二

（
予
）

三
、
三
一

否
　
決

三
、
三
一

否
　
決

一
、
二
二

三
、
　
六

可
　
決

三
、
　
六

可
　
決

　

３

平
成
五
年
度
政
府
関
係
機
関

予
算

一
、
二
二

一
、
二
二

（
予
）

　

三
、
三
一

否
　
決

三
、
三
一

否
　
決

一
、
二
二

三
、
六

可
　
決

三
、
六

可
　
決

４

平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

五
、
一
四

五
、
一
四

（
予
）

六
、
　
八

否
　
決

六
、
　
八

否
　
決

五
、
一
四

五
、
二
六

可
　
決

五
、
二
六

可
　
決

六
、
八

衆
へ
返
付

衆
両
院
協
議
会
請
求

六
、
　
八

両
院
協
議
会
成
案
を

得
ず

六
、
八

憲
法
第
六
〇
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り

衆
の
議
決
が
国
会
の

議
決
と
な
る

５

平
成
五
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
（
特
第
１
号
）

五
、
一
四

五
、
一
四

（
予
）

六
、
　
八

否
　
決

六
、
八

否
　
決

五
、
一
四

五
、
二
六

可
　
決

五
、
二
六

可
　
決

　

６

平
成
五
年
度
政
府
関
係
機
関

補
正
予
算
（
機
第
１
号
）

五
、
一
四

五
、
一
四

（
予
）

六
、
　
八

否
　
決

　

六
、
　
八

否
　
決

五
、
一
四

五
、
二
六

可
　
決

五
、
二
六

可
　
決



平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算
（
閣
予
第
一
号
）

平
成
五
年
度
特
別
会
計
予
算
（
閣
予
第
二
号
）

平
成
五
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算
（
閣
予
第
三
号
）

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
平
成
五
年
度
予
算
三
案
の
予
算
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
平
成
五
年
度
予
算
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
林
大
蔵
大
臣

　
の
財
政
演
説
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
省
略

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
平
成
五
年
度
予
算
三
案
は
、
一
月
二
十
二
日
国
会
に
提
出
さ
れ
、

　
一
月
二
十
七
日
に
林
大
蔵
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
衆
議
院

　
か
ら
の
送
付
を
待
っ
て
、
三
月
九
日
か
ら
審
査
に
入
り
ま
し
た
。
自

　
来
、
本
日
ま
で
審
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
三
月

　
二
十
五
日
に
公
聴
会
を
、
ま
た
二
十
六
日
に
は
委
嘱
審
査
を
、
さ
ら

　
に
三
十
日
に
は
景
気
対
策
及
び
政
治
改
革
に
関
す
る
集
中
審
議
を
行

　
う
な
ど
、
慎
重
な
審
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
予
算
審
査
は
、
景
気
対
策
と
政
治
不
信
究
明
の
国
民
の
要
望
を
踏

　
ま
え
、
あ
く
ま
で
も
自
然
成
立
を
回
避
す
る
方
針
で
臨
み
、
本
院
の

　
勢
力
比
の
現
状
の
も
と
で
、
与
野
党
が
互
譲
の
姿
勢
で
審
議
を
尽
く

　
し
、
参
議
院
の
自
主
性
と
権
威
を
高
め
、
議
会
制
民
主
主
義
の
実
を

上
げ
、
文
字
通
り
年
度
内
成
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
質
疑
の
う
ち
主
な
る
も
の
若
干
に
つ
き
そ
の
要
旨
を
御
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
政
治
改
革
に
つ
き
ま
し
て
、
「
金
丸
前
自
民
党
副
総
裁
の

逮
捕
な
ど
相
次
ぐ
金
権
腐
敗
事
件
の
発
生
で
、
国
民
の
政
治
不
信
は

極
限
に
達
し
て
い
る
。
宮
澤
総
理
は
国
民
の
怒
り
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
血
の
通
っ
た
言
葉
で
国
民
に
陳
謝
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
も
は

や
政
治
改
革
は
一
刻
の
猶
予
も
で
き
な
い
。
政
治
倫
理
の
確
立
、
政

治
資
金
の
規
制
、
政
治
腐
敗
の
防
止
等
の
制
度
改
革
の
早
期
実
現
を

期
す
べ
き
で
あ
る
が
、
宮
澤
総
理
は
政
治
改
革
に
一
身
を
さ
さ
げ
る

と
言
い
な
が
ら
、
政
治
に
金
が
か
か
る
の
は
選
挙
区
制
度
の
問
題
だ

と
、
衆
議
院
の
単
純
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
与
野
党
逆
転
の
参
議
院
を
通
過
す
る
の
は
困
難
で
は
な

い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
宮
澤
総
理
か
ら
、
「
相
次

ぐ
不
祥
事
は
、
政
治
家
の
倫
理
の
問
題
と
し
て
、
政
治
改
革
を
推
進

し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
の
前
議
員
の
脱
税
容
疑
に
対

し
て
は
、
一
人
の
国
会
議
員
の
立
場
と
し
て
申
し
訳
な
く
思
う
と
い

う
の
が
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
あ
る
が
、
総
理
大
臣
の
立
場
で
は
、
捜

査
が
厳
正
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
公
の
立
場
と
し
て

は
遺
憾
、
残
念
で
あ
る
と
い
う
表
現
が
一
番
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。

政
治
改
革
に
つ
い
て
は
、
緊
急
改
革
が
先
国
会
で
行
わ
れ
た
が
、
抜



本
改
革
に
つ
い
て
は
、
現
在
自
民
党
で
は
、
政
治
資
金
の
問
題
、
選

挙
制
度
の
問
題
等
全
般
に
わ
た
っ
た
改
革
案
が
固
ま
っ
て
き
て
い
る
。

政
治
資
金
の
規
制
強
化
の
問
題
は
焦
眉
の
急
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
詰
め
て
行
く
と
選
挙
制
度
の
改
革

と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
片
方
だ
け
を
切
り
離
し
て
改
正
す
る
こ

と
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
自
民
党
で
検
討
を
終
え
次
第
、

議
員
立
法
で
一
括
し
て
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
段
階
で
は
、

各
党
に
も
十
分
議
論
を
願
い
、
合
意
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
国
民
の

信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
な
ん
と
し
て
も
今
国
会
で
成
立
を
期
し
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
経
済
動
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
景
気
は
設
備
投
資
や
個
人
消
費

が
低
迷
し
不
況
感
が
深
ま
っ
て
い
る
が
、
景
気
の
現
状
を
ど
う
見
て

い
る
か
。
こ
の
際
、
不
況
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
す
る
意
味
か
ら
景
気
回

復
に
転
じ
る
時
期
を
明
言
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
平

成
五
年
度
の
政
府
経
済
見
通
し
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
達
成
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
宮
澤
総
理
大

臣
並
び
に
船
田
経
済
企
画
庁
長
官
か
ら
、
「
今
回
の
不
況
は
、
在
庫

循
環
に
よ
る
不
況
に
加
え
資
産
価
値
の
下
落
が
重
な
っ
た
た
め
、
家

計
の
消
費
意
欲
と
企
業
の
投
資
意
欲
が
失
わ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、

金
融
、
証
券
等
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
融
資
対
応
能
力
の
低

下
等
の
要
因
が
加
わ
り
、
景
気
の
見
通
し
、
対
応
が
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
も
う
少
し
早
く
進
む
と
期
待

し
て
い
た
在
庫
調
整
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
、
調
整

は
長
期
に
わ
た
る
と
は
思
え
な
い
が
、
ま
だ
在
庫
調
整
が
完
了
す
る

と
い
う
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
政
府
は
、
昨
年
来
、
予
算
の
前

倒
し
執
行
十
兆
七
千
億
円
の
総
合
経
済
対
策
等
の
施
策
を
進
め
、
ま

た
民
間
で
の
不
良
債
権
の
処
理
も
目
途
が
立
ち
、
心
配
さ
れ
た
三
月

危
機
を
乗
り
切
り
、
こ
こ
で
、
景
気
に
十
分
配
慮
し
た
平
成
五
年
度

予
算
の
早
期
成
立
を
図
り
、
切
れ
目
の
な
い
公
共
投
資
の
執
行
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
。
平
成
五
年
度
前
半
は
、
公
共
投
資
と
住
宅
投

資
が
経
済
を
引
っ
張
り
、
や
が
て
景
気
の
後
退
も
底
を
打
ち
、
民
間

の
個
人
消
費
や
設
備
投
資
が
徐
々
に
回
復
に
向
か
う
も
の
と
見
込
ま

れ
る
。
年
度
後
半
に
は
民
間
経
済
活
動
が
堅
調
と
な
り
、
持
続
可
能

な
成
長
路
線
に
円
滑
に
移
行
し
、
巡
航
速
度
に
乗
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
平
成
五
年
度
は
年
度
全
体
を
通
じ
て
プ
ラ
ス
の
成
長
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
年
度
後
半
に
お
い
て
経
済
の
主
役
で
あ
る
個
人
消

費
や
設
備
投
資
が
回
復
す
る
と
、
広
く
一
般
国
民
に
も
景
気
の
回
復

感
が
、
実
感
と
し
て
は
っ
き
り
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
見
て
い
る
。
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
成
長
は
こ
う
し
た
回
復
の
推

移
を
見
込
ん
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
不
況
で
中
小
企
業
の
経
営
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、

中
小
企
業
向
け
官
公
需
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
新



規
学
卒
者
の
採
用
内
定
の
取
り
消
し
が
相
次
い
で
お
り
、
何
ら
か
の

法
的
処
罰
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
関
係

各
大
臣
か
ら
、
「
中
小
企
業
向
け
官
公
需
の
発
注
割
合
を
極
力
引
き

上
げ
る
た
め
分
割
発
注
や
共
同
受
注
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
予
算
の
効
率
的
使
用
と
技
術
的
な
事
情
か
ら
中
小
企

業
へ
の
発
注
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
近
年
の
中
小
企
業
向
け
の
発

注
割
合
の
低
下
は
、
大
規
模
工
事
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
一
因

で
あ
る
。
今
後
、
官
公
需
確
保
法
に
基
づ
き
各
省
庁
に
一
層
の
努
力

要
請
を
行
い
中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
中

小
企
業
官
公
需
特
定
品
目
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
の
上
、
追
加
拡
充

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
内
定
取
り
消
し
は
重

大
な
こ
と
で
あ
り
、
経
済
団
体
に
対
し
採
用
内
定
取
り
消
し
は
行
わ

な
い
よ
う
そ
の
徹
底
を
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
効
果

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
内
定
取
り
消
し

を
し
た
企
業
の
公
表
を
含
め
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
自
覚
を
促
し
、

き
ち
っ
と
対
処
し
て
行
く
考
え
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
財
政
・
税
制
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
「
宮
澤
総
理
は
所
得

税
減
税
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
減
税
財
源
を
赤
字
国
債

に
求
め
る
場
合
、
赤
字
国
債
償
還
の
た
め
の
増
税
を
担
保
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
際
、
総
理
の
構
想
に
あ
る
税
制

の
抜
本
改
革
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
宮
澤
総
理
大
臣
か
ら
、
「
所
得
税
減
税
の
要
望
は
平
成
５
年

度
予
算
編
成
作
業
の
段
階
で
も
十
分
承
知
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

所
得
税
の
累
進
構
造
の
刻
み
を
緩
く
し
て
重
税
感
を
緩
和
し
た
い
気

持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
所
得
税
減
税
の
景
気
に
対
す
る

経
済
効
果
、
税
制
の
抜
本
改
正
と
の
関
連
に
お
け
る
所
得
税
の
あ
り

方
の
問
題
、
減
税
を
実
施
す
る
場
合
の
財
源
問
題
等
々
を
総
合
判
断

し
、
平
成
５
年
度
予
算
に
お
い
て
は
所
得
税
減
税
を
選
択
し
な
か
っ

た
。
政
府
と
し
て
は
、
減
税
に
関
す
る
与
野
党
の
協
議
機
関
に
お
け

る
検
討
の
推
移
を
見
守
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
赤
字
国
債

を
発
行
し
て
、
こ
れ
を
打
ち
切
る
ま
で
に
十
五
年
か
か
っ
た
と
い
う

過
去
の
経
験
を
踏
ま
え
、
ま
た
二
十
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
考
え

る
と
、
将
来
に
向
か
っ
て
財
政
負
担
を
残
す
赤
字
国
債
引
き
当
て
の

減
税
は
問
題
な
し
と
し
な
い
。
仮
に
短
期
に
償
還
の
国
債
を
引
き
当

て
に
す
る
構
想
で
も
、
そ
の
財
源
を
近
い
将
来
何
に
求
め
る
か
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
踏
み
切
れ
な
い
。
税
制
の
抜
本
改
正
に
つ
い
て
、

所
得
税
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
は
累
進
構
造
が
二
つ
と
か
三

つ
の
大
き
な
刻
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
我
が
国
は
昭
和
六
十
二
年
、

六
十
三
年
の
改
正
後
も
５
段
階
で
、
中
所
得
層
の
重
税
感
が
高
い
。

こ
の
累
進
構
造
の
簡
素
化
は
世
界
の
潮
流
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

れ
を
行
う
と
他
方
で
大
き
な
減
収
を
生
ず
る
た
め
、
直
間
比
率
の
是

正
の
問
題
も
含
め
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
年
金



の
財
政
再
計
算
の
問
題
も
あ
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
国
民
負
担

を
ど
の
よ
う
な
形
で
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
税
制
を

含
め
て
、
近
い
将
来
大
き
な
改
正
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
が

来
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
外
交
・
防
衛
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
「
宮
澤
総
理
の
訪

米
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ク
リ
ン
ト
ン
新
大
統
領
と
の
初
め
て
の
首

脳
会
談
と
な
る
が
、
そ
の
議
題
は
何
か
。
ま
た
、
予
想
さ
れ
る
新
政

権
の
厳
し
い
対
日
要
求
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
国
際
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
修
正
と
併
せ
、
基
盤
的
防
衛

力
に
踏
み
込
ん
だ
防
衛
計
画
の
大
綱
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
Ｅ
２
Ｃ
導
入
時
に
否
定
し
て
い
た
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
平
成
５
年

度
予
算
で
購
入
す
る
の
は
緊
張
緩
和
に
逆
行
で
必
要
性
は
認
め
ら
れ

ず
、
理
解
で
き
な
い
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
宮
澤
総
理

大
臣
並
び
に
関
係
各
大
臣
か
ら
、
「
ク
リ
ン
ト
ン
新
政
権
が
誕
生
し

た
の
で
、
国
会
の
了
解
を
得
て
訪
米
の
日
程
を
固
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
会
談
で
は
、
日
米
両
国
間
の
問
題
、
日
米
が
共
同
し
て
世
界

に
向
か
っ
て
背
負
う
べ
き
課
題
と
責
任
、
さ
ら
に
は
東
京
サ
ミ
ッ
ト

の
問
題
な
ど
を
話
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
は
財
政
赤
字
を
増
税
と
歳
出
削
減
に
よ
っ
て
縮
減
す
る
と
い
う
思

い
切
っ
た
提
案
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
内
政
面
の
決
心
の
裏
側

に
は
、
日
本
や
各
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
を
米
国
は
思
い
切

っ
て
推
進
す
る
か
わ
り
に
、
相
手
国
に
対
し
て
も
米
国
の
要
求
を
で

き
る
だ
け
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
思

う
。
我
が
国
は
日
米
構
造
協
議
の
課
題
解
決
に
誠
実
に
努
力
し
て
い

る
が
、
今
後
よ
り
一
層
の
努
力
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
経
常

黒
字
の
累
積
問
題
に
つ
い
て
も
、
従
来
に
も
増
し
て
対
処
策
が
急
が

れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
中
期
防
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
諸
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
一
年
早
め
て
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
防

衛
計
画
の
大
綱
は
昭
和
五
十
一
年
に
策
定
さ
れ
、
か
な
り
の
年
月
を

経
て
、
国
際
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
基
盤
的
防
衛

力
は
、
我
が
国
の
最
小
限
の
防
衛
力
を
明
示
し
整
備
し
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
に
今
な
お

重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、
簡
単
に
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
世
界
情
勢
の
変
化
に
照
ら
し
、
長
い
目
で
、
時

間
を
か
け
て
基
盤
的
防
衛
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
だ
と
思
う
。
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四

年
に
低
空
侵
入
を
捕
捉
す
る
必
要
か
ら
Ｅ
２
Ｃ
の
導
入
を
行
っ
た
が
、

そ
の
後
、
航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
の
国
際
軍
事
技
術
、
性
能
が
高
ま
り
、

は
る
か
洋
上
か
ら
の
攻
撃
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
情
報
を
早

く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
こ
う
し
た
軍
事
情
勢
の
変

化
を
考
慮
し
て
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
機
能
が
必

要
に
な
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。



　
こ
の
ほ
か
質
疑
は
広
範
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
会

議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
か
く
て
、
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

社
会
党
・
護
憲
民
主
連
合
を
代
表
し
て
角
田
委
員
が
反
対
、
自
由
民

主
党
を
代
表
し
て
柳
川
委
員
が
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表

し
て
荒
木
委
員
が
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
吉
岡
委
員
が
反

対
、
民
主
改
革
連
合
を
代
表
し
て
乾
委
員
が
反
対
の
旨
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
平
成
五
年
度
予
算
三
案
は
賛
成

少
数
を
も
っ
て
い
ず
れ
も
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

　
な
お
、
本
委
員
会
で
所
得
税
減
税
に
関
す
る
決
議
案
提
出
の
動
き

が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
の
臨
時
国
会
の
委
員
長
報
告
で
申
し
上
げ
た

趣
旨
と
同
様
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
協
議
の
結
果
、
決
議
案
の
提

出
は
行
わ
ず
、
す
で
に
不
況
対
策
に
関
す
る
各
党
協
議
が
開
始
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
政
府
は
本
委
員
会
の
経
緯
を
十
分
承
知
し
、

減
税
を
含
め
、
景
気
対
策
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
要
請
し
て
お
き
ま

す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
　
（
閣
予
第
四
号
）

平
成
五
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）
（
閣
予
第
五
号
）

平
成
五
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機
第
１
号
）
　
（
閣
予
第
六
号
）

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
平
成
五
年
度
補
正
予
算
三
案
の
予

　
算
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

　
ま
す
。

　
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
今
後
の
景
気
の
足
ど
り
を
一
層
確
実
に
す

　　

る
た
め
総
合
的
な
経
済
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
公
共
事
業
等

　　

の
追
加
を
行
う
ほ
か
、
対
ロ
シ
ア
連
邦
支
援
関
係
等
特
に
緊
要
と
な

　　

っ
た
事
項
に
つ
い
て
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
歳
出
の
追
加
総
額

　　

は
二
兆
四
千
三
百
五
十
一
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　　

　
他
方
、
地
方
交
付
税
交
付
金
及
び
予
備
費
の
減
額
で
二
千
四
百

　　

六
十
四
億
円
の
修
正
減
少
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
歳

　　

出
の
純
追
加
額
は
二
兆
一
千
八
百
八
十
七
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　　

　
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
租
税
及
び
印
紙
収
入
に
つ
い
て
住
宅
取

　　

得
促
進
税
制
の
拡
充
や
設
備
投
資
減
税
に
よ
る
内
需
拡
大
措
置
の
実

　　

施
に
伴
い
一
千
四
百
六
十
億
円
の
減
収
を
見
込
む
ほ
か
、
建
設
公
債

　　

の
増
発
二
兆
二
千
四
百
六
十
億
円
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　　

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
五
年
度
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳



出
と
も
当
初
予
算
に
対
し
二
兆
一
千
八
百
八
十
七
億
円
増
加
し
て
、

七
十
四
兆
五
千
四
百
三
十
五
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
一
般
会
計
予
算
補
正
に
関
連
し
て
、
国
立
学
校
特
別
会
計

な
ど
十
九
特
別
会
計
と
、
国
民
金
融
公
庫
な
ど
八
政
府
機
関
に
つ
い

て
所
要
の
補
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
三
案
は
去
る
五
月
十
四
日
国
会
に
提
出
さ
れ
、
五
月

二
十
日
、
林
大
蔵
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
衆
議
院
か

ら
の
送
付
を
待
っ
て
、
五
月
二
十
七
日
か
ら
本
日
ま
で
、
宮
澤
内
閣

総
理
大
臣
並
び
に
関
係
各
大
臣
に
対
し
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

間
五
月
三
十
一
日
に
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
関
す
る
集
中
審
議
を
、
六
月
七

日
に
は
景
気
・
経
済
に
関
す
る
集
中
審
議
を
行
う
な
ど
、
終
始
濃
密

な
審
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
質
疑
の
う
ち
補
正
予
算
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、

　
「
今
回
政
府
が
、
当
初
予
算
と
同
一
会
期
内
に
、
し
か
も
史
上
最
大

の
巨
額
の
補
正
を
行
う
や
り
方
は
、
国
会
の
審
議
の
上
か
ら
も
、
ま

た
、
年
間
経
費
の
適
正
計
上
の
予
算
編
成
原
則
か
ら
も
問
題
で
は
な

い
か
。
政
策
経
費
の
新
規
計
上
や
当
初
予
算
対
比
百
倍
超
と
い
っ
た

施
設
費
の
追
加
補
正
等
は
財
政
法
第
二
十
九
条
の
補
正
予
算
編
成
方

針
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
政
府
は
、
当
初
予
算
審
査
段

階
に
お
い
て
、
平
成
五
年
度
政
府
経
済
見
通
し
実
質
三
・
三
％
の
達

成
は
容
易
と
答
弁
し
て
い
た
の
に
巨
額
の
補
正
追
加
は
矛
盾
で
は
な

い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
宮
澤
内
閣
総
理
大
臣
及

び
関
係
各
大
臣
並
び
に
政
府
委
員
か
ら
、
「
景
気
は
回
復
の
き
ざ
し

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
先
き
行
き
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、

四
月
に
新
た
な
総
合
経
済
対
策
を
決
め
た
が
、
昨
年
の
補
正
予
算
等

の
措
置
が
遅
れ
ぎ
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
対
策
の
実
効
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
補
正
予
算
は
早
い
方
が
良
い
と
考
え
、
誠
に

異
例
で
は
あ
る
が
、
同
一
国
会
で
の
審
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

た
。
本
補
正
予
算
に
追
加
計
上
し
た
経
費
の
主
な
も
の
は
当
初
予
算

成
立
後
の
四
月
十
三
日
に
決
定
し
た
総
合
経
済
対
策
を
実
施
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
対
ロ
シ
ア
連
邦
支
援
等
い
ず
れ
も
予
算

作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
き
特
に
緊
要
と
な
っ
た
経
費
の
追
加
を

行
う
も
の
で
、
財
政
法
第
二
十
九
条
を
逸
脱
す
る
と
の
批
判
は
あ
た

ら
な
い
。
平
成
五
年
度
の
三
・
三
％
の
政
府
経
済
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
の
際
、
そ
う
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
と
答
弁
し
た
が
、

景
気
回
復
の
き
ざ
し
が
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
お
、

我
が
国
経
済
を
と
り
ま
く
内
外
の
環
境
は
厳
し
く
、
景
気
の
回
復
と

経
済
の
成
長
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
総
合
経
済
対
策
を

採
る
こ
と
と
し
た
。
年
度
を
通
ず
る
経
済
の
成
長
率
見
通
し
は
、
個

々
の
経
済
変
動
や
成
長
要
因
を
捨
象
し
、
政
策
努
力
を
加
味
し
て
の

数
値
で
、
今
回
の
補
正
予
算
も
政
策
努
力
の
一
環
で
、
こ
れ
が
直
ち

に
需
要
項
目
の
数
値
や
成
長
率
の
改
定
に
連
動
す
る
と
い
う
も
の
で



は
な
い
。
経
済
成
長
率
の
見
直
し
等
の
作
業
は
、
次
年
度
予
算
編
成

と
の
関
連
で
、
年
末
に
行
う
の
が
慣
例
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
減
税
問
題
と
し
て
、
「
平
成
四
年
度
補
正
予
算
審
議
の
委
員
長
報

告
に
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
本
年
度
当
初
予
算
の
衆
議
院
通
過
の
際
、

自
民
党
幹
事
長
が
約
束
し
た
所
得
税
減
税
を
実
行
し
な
い
の
は
な
ぜ

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
宮
澤
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
「
所
得
税
減

税
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
税
制
改
正
で
、
税
率
き
ざ
み
の
フ
ラ
ッ
ト

化
等
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
、
年
金
財
政
の
再
計
算
を
来
年
に
は
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
国
民
の
負
担
と
給
付
の
関
係
を

考
慮
し
、
さ
ら
に
、
国
会
の
御
論
議
は
十
分
承
知
し
て
お
り
、
そ
う

遠
く
な
い
時
期
に
抜
本
的
改
革
を
行
う
考
え
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
質
疑
は
広
範
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
会

議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
・
護

憲
民
主
連
合
を
代
表
し
て
三
重
野
委
員
が
反
対
、
自
由
民
主
党
を
代

表
し
て
柳
川
委
員
が
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
荒
木

委
員
が
反
対
、
民
社
党
・
ス
ポ
ー
ツ
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
寺
崎

委
員
が
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
吉
川
委
員
が
反
対
、
民
主

改
革
連
合
を
代
表
し
て
乾
委
員
が
反
対
の
旨
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
三
案
は
、

賛
成
少
数
を
も
っ
て
い
ず
れ
も
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




